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	主題名
	命と平和
	内容項目
	D 生命の尊さ

	教材名
	羽ばたけ，折り鶴
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	戦争や原子爆弾が，何の罪もない多くの人たちの命や幸せや家族を一瞬で奪うものだということを深く理解させ，自他の生命を尊重する意識を高めるため。

	ねらい
	生命は，多くのつながりの中にあり，かけがえのないものであることを理解し，自他の生命を尊重しようとする。
【理解，判断力】戦争は，かけがえのない生命を簡単に奪うものだと分かる。

【心情】もっと生きたいと願う人々の思いや，命を尊び平和を願う人々の思いに共感する。

【実践意欲と態度】自他の生命を尊重するために，平和な世界を築こうとする。

	学習指導過程
	・「原爆の子の像」について知っていることを話し合う。
・「羽ばたけ，折り鶴」を読み，命と平和について考える。
★命を尊び平和を願う人々の思いに共感できたか。
・命や平和の大切さについて，話し合う。
★自他の生命を尊重し，平和な世界を築こうとしているか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●総合的な学習の時間・社会科
・第二次世界大戦や，戦時中の日本の様子について調べさせる。
●道徳の授業
・「羽ばたけ，折り鶴」を読み，命と平和について考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●学級活動
・戦争に関する本や資料を探して読んだり視聴したりして，命の大切さについて話し合わせる。
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